
独立した設備、スタッフによる安全性を
高めた外来化学療法 

各科の外来で化学療法 

外来化学療法室 

内  科 外  科 他診療科 

従来 

消化器内視鏡とは、胃カメラや大腸ファイバーのことです。 

体への負担 

小 

大 
開腹手術 

腹腔鏡技術を用いた手術 

消化器内視鏡による検査・処置 

痛
み
の
少
な
い
手
術
で
あ
る

低
侵
襲
手
術
（
て
い
し
ん
し
ゅ

う
し
ゅ
じ
ゅ
つ
）
は
、
体
へ
の

負
担
が
小
さ
い
手
術
方
法
で
す
。

体
に
開
け
た
小
さ
な
穴
か
ら
内

視
鏡
カ
メ
ラ
を
入
れ
て
、
体
の

中
の
様
子
を
テ
レ
ビ
に
映
し
な

が
ら
行
う
手
術
、
す
な
わ
ち
腹

腔
鏡（
ふ
く
く
う
き
ょ
う
）手
術

が
低
侵
襲
手
術
の
代
表
で
す
。

腹
腔
鏡
手
術
は
そ
の
傷
が
小
さ

い
こ
と
か
ら
、
従
来
の
大
き
な

傷
の
開
腹
手
術
と
比
べ
て
、
手

術
後
、
早
く
食
事
を
開
始
し
た

り
、歩
行
を
し
た
り
で
き
ま
す
。

患
者
様
に
と
っ
て
は
非
常
に
良

い
手
術
で
す
が
、こ
の
手
術
は
以

下
の
よ
う
な
理
由
で
、
執
刀
医

に
と
っ
て
従
来
の
手
術
に
比
べ

る
と
難
し
い
手
術
で
す
。
①
立

体
視
が
で
き
な
い
、
②
触
覚
が

無
い
、
③
使
用
す
る
手
術
器
具

の
動
き
に
制
限
が
あ
る
、
な
ど

の
点
で
す
。
従
来
の
手
術
と
は

全
く
別
の
手
術
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に

慣
れ
な
い
医
師
が
こ
の
手
術
を

行
っ
て
、
医
療
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
医
療
事
故
を
防
ぐ

目
的
で
、
日
本
内
視
鏡
外
科
学

会
を
中
心
に
、
腹
腔
鏡
に
関
連

す
る
学
会
（
日
本
泌
尿
器
科
学

会
・
日
本
産
婦
人
科
学
会
・
日
本

整
形
外
科
学
会
）
が
腹
腔
鏡
手

術
に
対
す
る
技
術
認
定
制
度
を

発
足
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
制
度

に
よ
り
、
腹
腔
鏡
手
術
に
関
し

て
、
安
全
性
の
高
い
手
術
が
で

き
る
医
師
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

当
院
で
は
、
外
科
部
長
・
新

居
延
高
宏
医
師
、
消
化
器
セ
ン

タ
ー
部
長
・
市
原
隆
夫
医
師
、

泌
尿
器
科
部
長
・
瀧
内
秀
和
医

師
が
認
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
当
院
で
は
腹
腔
鏡
手

術
の
安
全
性
を
さ
ら
に
高
め
る

た
め
に
、
腹
腔
鏡
手
術
に
係
わ

る
医
師
、
看
護
師
、
事
務
職
員

に
よ
り
構
成
さ
れ
る
「
低
侵
襲

手
術
治
療
チ
ー
ム
」
を
発
足
さ

せ
ま
し
た
。
診
療
科
の
領
域
を

超
え
て
、
中
央
病
院
に
入
院
さ

れ
る
患
者
様
の
た
め
に
、
腹
腔

鏡
手
術
を
支
援
す
べ
く
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
当
院
の
低
侵
襲
手
術

は
、
必
ず
技
術
認
定
医
が
立
会

い
の
下
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
手
術
を
受
け
て
い
た

だ
け
ま
す
こ
と
を
お
約
束
い
た

し
ま
す
。
で
は
、
具
体
的
に
当

院
で
行
わ
れ
る
低
侵
襲
手
術
に

つ
い
て
、
御
説
明
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

○
外
科
領
域

当
院
の
外
科
は
、
消
化
器
外

科
、
呼
吸
器
外
科
、
乳
腺
甲
状

腺
外
科
と
専
門
分
野
が
分
か
れ

て
お
り
ま
す
。

消
化
器
外
科
で
は
、
胆
石
な

ど
の
良
性
疾
患
は
も
ち
ろ
ん
、

大
腸
癌
、
胃
癌
な
ど
悪
性
腫
瘍

に
対
し
て
も
積
極
的
に
腹
腔
鏡

下
手
術
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
胆
石
症
は
急
性
慢
性
胆
嚢

炎
を
含
め
て
開
腹
移
行
率
（
途

中
で
開
腹
手
術
に
切
り
か
え
る

率
）
が
過
去
３
年
間
で
０
％
で

あ
り
、
術
後
合
併
症
も
な
く
す

べ
て
の
患
者
様
に
対
し
て
腹
腔

鏡
下
手
術
が
完
遂
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

総
胆
管
結
石
症
は
、
内
視
鏡

を
用
い
て
ま
ず
総
胆
管
結
石
を

除
去
し
た
後
、
腹
腔
鏡
下
胆
嚢

摘
出
術
を
受
け
て
い
た
だ
き
、

早
期
退
院
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

肝
癌
の
方
の
大
半
は
肝
機
能

障
害
を
有
し
て
お
り
手
術
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

当
院
で
は
お
な
か
を
開
け
る
こ

と
な
く
肝
腫
瘍
を
凝
固
壊
死
さ

せ
て
治
療
す
る
腹
腔
鏡
下
ラ
ジ

オ
波
凝
固
療
法
を
取
り
入
れ
て

お
り
多
く
の
患
者
様
に
喜
ば
れ

て
お
り
ま
す
。
肝
腫
瘍
の
存
在

す
る
部
位
に
よ
っ
て
は
、
腹
腔

鏡
下
肝
切
除
術
も
施
行
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
一
方
、
大
腸

癌
は
阪
神
間
で
は
早
く
か
ら
腹

腔
鏡
下
手
術
を
取
り
入
れ
て
お

り
、
手
術
か
ら
退
院
ま
で
早
い

方
で
１
週
間
の
入
院
で
済
ん
で

お
り
ま
す
。
す
で
に
現
在
ま
で

大
腸
癌
の
約
半
数
の
患
者
様
に

腹
腔
鏡
下
大
腸
切
除
を
施
行
し

て
お
り
ま
す
。

胃
全
摘
出
手
術
も

で
き
る
腹
腔
鏡
手
術

プ
ロ
野
球
の
王
貞
治
監
督
も

胃
癌
に
対
し
て
腹
腔
鏡
下
胃
全

摘
術
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

市
原
医
師
は
数
少
な
い
腹
腔
鏡

下
胃
全
摘
術
の
経
験
者
で
す
。

全
国
的
に
み
て
市
民
病
院
ク
ラ

ス
の
施
設
と
し
て
は
異
例
の
３

名
も
の
内
視
鏡
外
科
技
術
認
定

医
が
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
安
心

し
て
こ
の「
傷
の
小
さ
い
手
術
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
泌
尿
器
科
領
域

泌
尿
器
科
の
病
気
で
腹
腔
鏡

手
術
の
対
象
と
な
る
疾
患
は
、

腎
腫
瘍
、
副
腎
腫
瘍
、
腎
盂
・

尿
管
腫
瘍
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

従
来
の
方
法
で
あ
る
開
腹
手
術

で
は
約
２０
〜
３０
㎝
の
大
き
な
傷

が
残
り
ま
す
が
、
腹
腔
鏡
手
術

で
は
小
さ
な
穴
を
４
〜
５
箇
所

開
け
る
こ
と
で
、
開
腹
手
術
と

同
じ
操
作
が
可
能
で
す
。
た
だ

し
、
腎
臓
を
取
り
出
す
た
め
の

傷
は
７
㎝
く
ら
い
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
傷
を
目
立
た
な
い
よ

う
に
し
た
い
と
希
望
さ
れ
る
患

者
様
に
は
、
陰
毛
で
隠
れ
て
し

ま
う
下
腹
部
の
傷
よ
り
取
り
出

す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
当
院
で

は
腹
腔
鏡
手
術
を
よ
り
安
全
な

手
術
と
す
る
た
め
に
、
手
術
前

に
撮
影
さ
れ
た
腎
臓
の
立
体
画

像
を
も
と
に
手
術
計
画
を
た
て
、

さ
ら
に
手
術
室
で
も
腎
臓
の
血

管
を
含
ん
だ
仮
想
内
視
鏡
画
像

を
使
っ
て
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
手

術
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

従
来
、
開
腹
手
術
で
は
数
百
㏄

の
出
血
は
当
た
り
前
で
し
た
が
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
手
術

を
行
う
こ
と
で
出
血
量
は
数
十

㏄
に
激
減
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
よ
り
当
科
で
は

前
立
腺
肥
大
症
に
対
す
る
ホ
ル

ミ
ウ
ム
レ
ー
ザ
ー
前
立
腺
核
出

術
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
従
来

の
電
気
メ
ス
切
除
術
に
比
べ
て
、

出
血
が
少
な
い
こ
と
で
入
院
期

間
が
約
半
分
で
済
み
ま
す
。
特

に
５０
㏄
を
超
え
る
大
き
な
前
立

腺
肥
大
症
の
患
者
様
で
は
、
こ

の
手
術
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
大

き
く
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

外
来
で
の
化
学
療
法
が
増
え

て
い
る
昨
今
、
従
来
の
よ
う
に

各
診
療
科
が
個
別
に
化
学
療
法

を
行
う
方
式
で
は
、
安
全
管
理

に
懸
念
が
生
じ
ま
す
。

そ
こ

で
化
学
療
法
は
、
一
般
診
療
か

ら
独
立
さ
せ
、
外
来
化
学
療
法

室
に
集
約
し
ま
し
た
。

○
独
立
化
し
、
患
者
様
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
配
慮

○
専
任
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
で
、

患
者
様
対
応
を
充
実

○
チ
ー
ム
で
患
者
様
の
治
療
内

容
を
把
握

○
使
用
す
る
抗
が
ん
剤
は
、
薬

剤
部
で
独
立
し
て
調
剤

○
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
導

入
で
、
療
養
環
境
を
改
善

化
学
療
法
を
受
け
ら
れ
る
方

の
専
用
の
治
療
室
で
す
か
ら
、

他
の
外
来
患
者
様
は
入
室
さ
れ

ぬ
よ
う
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配

慮
し
て
い
ま
す
。
当
室
で
は
、

専
任
看
護
師
、
薬
剤
師
、
医
師

な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
チ
ー

ム
を
組
み
、
個
々
の
患
者
様
の

治
療
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

把
握
し
、
治
療
後
の
ケ
ア
を
行

い
ま
す
。

安
全
性
が
重
要
な
抗
が
ん
剤

に
つ
い
て
は
、
外
来
化
学
療
法

室
の
開
室
に
あ
わ
せ
、
薬
局
内

に
専
用
の
調
剤
設
備
を
新
設
し
、

２
名
以
上
の
薬
剤
師
が
、
一
般

の
点
滴
な
ど
と
は
、
完
全
に
別

の
経
路
で
調
剤
し
ま
す
。

ま
た
、
化
学
療
法
室
で
行
わ

れ
た
採
血
検

査
の
迅
速
化

を
図
り
、
安

全
性
と
同
時

に
効
率
化
に

も
努
め
て
い

ま
す
。

な
お
、
外

来
化
学
療
法

室
で
は
、
テ

レ
ビ
付
リ
ク

ラ
イ
ニ
ン
グ

チ
ェ
ア
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
し

た
環
境
で
、

点
滴
治
療
等

を
受
け
て
い

た
だ
け
ま
す
。
専
任
の
看
護
師

が
常
駐
し
て
い
ま
す
の
で
、
看

護
相
談
や
指
導
、
点
滴
中
の
管

理
、
次
回
の
予
約
な
ど
を
行
え

ま
す
。

当
院
で
は
、
平
成
１８
年
９
月

か
ら
、
１
階
外
科
診
察
室
西
隣

に
「
外
来
化
学
療
法
室
」
を
新

設
い
た
し
ま
し
た
。

ガ
ン
の
治
療
法
は
、
大
き
く

分
け
て
３
種
類
あ
り
ま
す
。「
手

術
」、「
放
射
線
療
法
」、
そ
し

て
「
抗
が
ん
剤
に
よ
る
化
学
療

法
」
で
す
。

化
学
療
法
は
、
以
前
は
抗
が

ん
剤
の
使
用
法
や
副
作
用
の
管

理
が
難
し
い
た
め
、
入
院
患
者

様
が
対
象
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
近
年
、
新
し
い
抗
が
ん
剤

の
登
場
や
副
作
用
を
抑
え
る
治

療
法
（
支
持
療
法
）
が
進
ん
だ

た
め
、
外
来
で
化
学
療
法
を
行

う
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
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外科部長
新居延 高宏

低侵襲手術は、私たちにお任せください！

消化器センター部長
市原 隆夫

泌尿器科部長
瀧内 秀和
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私たちが担当します！

薬剤部長
小西 清信
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外科医長
林田 博人

従
来
と
の
違
い

「より快適に、より安全に」をテーマに、９月にオープンした
外来化学療法室

平成１８年（２００６年）１０月１０日 （１０）

西宮市ホームページ／http://www.nishi.or.jp/


